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■ DNA から見た日本系サケの遺伝的集団構造とその多様性 

■ アーカイバルタグを利用した回帰サケの行動解析 

■ 日本系サケのベーリング海までの回遊要因とベーリング海から日本沿岸 

に回帰するときの遊泳行動 

■ 東日本大震災からの岩手県さけ増殖事業復興状況と資源回復への課題 

■ サケ科魚類のプロファイル-11 ギンザケ 

ほか 
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 mini column 
表紙の写真は今から約 90 年前，大正期の千歳さけます事業所を

写したものです．現在の写真(右)では，矢印の位置から見た光景に

あたります．２枚を比べると今の施設はずいぶんと近代的に変貌し

ていますが，千歳川両岸のふ化施設とそれを繋ぐ橋の配置，鬱蒼と

した周囲の森は当時と変わらないように見えます．2012 年度の千

歳川のサケ捕獲数は 40 万尾あまり．表紙の中で舟を漕ぐ二人には

想像もしない数字かも知れませんが，彼ら大先輩達から此処で重ね

てきた試行錯誤が今の資源を支える土台となっているのは確かです．

 


